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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本バルブ工業会（JVMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS B 2005-8-3:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 2005 規格群（工業プロセス用調節弁）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 2005-1 第 1 部：調節弁用語及び一般的必要条件 

JIS B 2005-2-1 第 2 部：流れの容量－第 1 節：取付け状態における流れのサイジング式 

JIS B 2005-2-3 第 2 部：流れの容量－第 3 節：試験手順 

JIS B 2005-2-4 第 2 部：流れの容量－第 4 節：固有流量特性及びレンジアビリティ 

JIS B 2005-3-1 第 3 部：寸法－第 1 節：フランジ形二方ストレート形グローブ調節弁の面間寸法及び

アングル形グローブ調節弁の中心－面間寸法 
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JIS B 2005-4 第 4 部：検査及び試験 

JIS B 2005-5 第 5 部：表示 

JIS B 2005-6-1 第 6 部：調節弁へのポジショナの取付けの詳細－第 1 節：直線運動駆動部へのポジシ

ョナの取付け 
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序文 

この規格は，2010 年に第 3 版として発行された IEC 60534-8-3 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない参考事項又は対応国際規格の

誤記，編集上の不備などを修正している事項である。また，表の番号の後に“A”から始まるラテン文字の

大文字を付記した表及びその名称は，対応国際規格の編集上の不備を修正するために追加している事項で

ある。 

1 適用範囲 

この規格は，圧縮性流体の流れによって，調節弁及び隣接した配管エクスパンダ内に発生する外部音圧

レベルを予測する理論的手法について規定する。 

この手法は，単相の乾燥気体及び蒸気だけを考慮しており，完全気体の法則に基づいている。 

この規格は，空気力学的プロセスによって，バルブ内及び接続配管内に発生する騒音だけに適用する。

管継手の内部反射又は外表面からの反射，機械的振動，不安定な流れのパターン及び他の予測不可能な挙

動によって発生する騒音には適用しない。 

下流側配管は，騒音測定点から少なくとも長さ 2 m の直管を想定している。 

この手法は，鋼管及び合金鋼管にだけ有効である［5.5 の式(21)及び式(23)を参照］。 

この手法は，単段のバルブ（以下，標準トリムバルブという。），すなわち，グローブ（ストレート形及

びアングル形），バタフライ，回転プラグ（偏心形及び球形），ボール及びケージトリム付きバルブに適用

する。ただし，特記事項として，FpC が定格容量係数の 50 %を超えるフルボアのボール弁は除く。 

この規格を適用しない特殊な低騒音トリムに関する制限事項については，箇条 8 を参照。バルブ出口の

マッハ数が，標準トリムで 0.3 を超えるか，又は低騒音トリムで 0.2 を超えるときは，箇条 7 に示す手順が

使われる。 

この規格のマッハ数の制限を，表 0A に示す。 
 


